







佐々木悠介 1)、反町彰吾 1)、池田祐介 1） 


















































に 3 歩目接地時の水平速度は 10m、30m スプリントのタ
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１．ヒューマンライブラリーin 新潟 2015 の実施 
保健医療福祉スポーツの総合大学における独自のシテ
ィズンシップ教育プログラムを開発、実践した。具体的に




ーin 新潟 2015」として 11 月 14 日（土）に学生総合プラ

















一定の効果が見られた。   
一方で、各テーマに関しての知識共有、学生と教員・学
内外での協働体制、単発プログラムにおける効果の限界性
等の課題も明らかになった。 
 
【考察】単発のプログラムのみでなく、QOL サポーター育
成を目的とした「より体系的なシティズンシップ教育プロ
グラムの開発」の必要性が認識された。具体的には、平成
30 年度における保健医療福祉教養科目群「シティズンシ
ップ教育入門」の開講を目指し、そのカリキュラム内容の
検討、教材の作成を行うこととした。 
それに伴い、今後の作業として、①QOL サポーターとし
て必要なシティズンシップの資質、能力の明確化、②その
内容に基づき、全 8 回のカリキュラムを設計、③国内関
連・先行事例の分析、④関連した実践活動の実施、検討を
行っていく必要性がある。 
 
【結論】QOL サポーター育成に資するシティズンシップ教
育プログラムの開発において、体系的に資質・能力を習得
できる「シティズンシップ教育入門」の科目内容、そこで
使用する教材の作成・検討を今後も当センターでは進めて
いく。 
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